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マ ル チ メ デ ィ ア を使 っ た郷土 資料館展示 シ ス テ ム

文京 ふ る さと歴 史館の 試 み

前 棘 都 文 京 ふ る さ と 歴 史 館館長 下條 　純子

　文京 区は、平成 3年 4 月13日に新設 の 郷 土 資料

館 を開館 した 。

　文 京区の 歴史 は、弥生時代 の 命名が あ るよ うに

古 い 時代か ら、江 戸 時代 は武家 ・大名の ベ
ッ ドタ

ウ ン と して栄 え、近代に な っ て は、藩校が あ っ た

こ と が 機縁 とな っ て東京大 学、お茶の水大学 な ど

教 育発祥 の 地 とな り、さ らに、坪内逍 遙 、 森鴫外

始め とす るほ とん どの 近代文学者が往来 し、 近代

文 学の 発祥 の 地 とな るなど豊富な歴 史が ある。 し

か し、そ の 歴史 的文 化財 は、震災 ・戦災 で ほ とん

どが 滅失 して い る 。 さ らに加 えて、近年 の 激 しい

地域開発 で 歴 史 を忍 ぶ 街の 景観 も減 少 して い る。

　文 京 区の こ うした歴史 を区民に 普及 し、郷 土 に

た い す る深 い 愛着 を育 む こ とを目的に 、「区民が い

っ で も好 きな と き に興味 の ままに、文京区の 歴 史

に 触れ る こ と の で き る、資料館建設」を基本 テー

マ に 設計 さ れ た 。

　 そ の 手段 の 1 つ と して と りあげ た の が マ ッ キ ン

トッ シ ュ とマ ル チ メ デ ィ ア を利用 した シ ス テ ム で

ある 。

　 こ の こ とは、 1990年に 文 部省 の 社 会教育審議会

か ら出された 報 告書 で 提唱 され て い る参加型 の 博

物館 を実現 させ る こ と に なる と考 えて い る 。

1． シ ス テ ム の 全体 構想

「文京ふ る さ と歴史館」の コ ン ピ ュ
ー タシ ス テ
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ム は 、大 き く 2 種 類 の ソ フ トウ ェ アが 開発 された 。

　〔1） 展示 ソ フ トウ ェ ア

　 『文 京歴 史探検室』 と 『文 京文 学館』の 2 つ が

あ る 。
こ れ らは、利用 者が 楽 しみ なが ら気軽に 学

習す る こ とが で きる シ ス テ ム と して ハ イパ ーカー

ドをべ 一ス に 開発 して い る 。

　 『文京歴史探検 室』 は、文 京区教育委 員会 で発

行 して い る文化財書籍 6 冊 を基礎 に 、地 図上 か ら

史跡 ・坂 道 ・著名人の 住居跡 とい っ た情報 を コ ン

ピ ュ
ー

タ デ ィ ス プ レ イ上 見易 い ように再 編集 し、

1 枚の グ ラフ ィ ッ ク ス を レ イア ウ トし、 1枚 の 画

面で 1 つ の 情報 を提供 して い く もの で あ る。また、

「文 京 クイズ」や 「歴史館 ス ペ シ ャ ル 」 と呼ばれ

る機能 も含 ん で い る。

　 『文京文 学館』は 、文 京区教 育委貝会制作の 16

ミ リ映画 「文京ゆ か りの 文 人 た ち」を レ
ーザ ーデ

ィ ス クに 収め 、ソ フ トと組 み 合 わせ 、森鴎外 をめ

ぐる文人 た ちを文字 ・絵 ・動画 ・音声 で 紹介 して

い くもの で、昭和 63年度に 文部省補助 金を得 て 日

本視 聴 覚 協会が開発 した もの で あ る。 ハ イパ ー
カ

ー
ドを使用 し た の は 、マ ル チメ デ ィ ア の プ ラ ッ ト

ホ ー
ム と して 実績が あ り、情報カ

ー
ドの 集合体 を

複数 扱 うこ と が で きる だ け で な く、情報カ
ー ド間

の リ ン クが 縦横無尽 に行 うこ と が で き、文 字
・グ

ラ フ ィ ッ ク ・ア ニ メーシ ョ ン
・音声 を自由 に 扱 う

こ とが で きる、安定 し た ハ イパ ーメ デ ィ ア と し て
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普 及 して い たか らで ある。

　  　文化財デ
ー

タ ベ ース

　 『文 京文化財検索」で文京区の 有形 ・無形文化

財 に 関す る情報 を管理 し、利用 者に 提供す る シ ス

テ ム で ある。

　 デー
タベ ー

ス は、4th　 Dimensionをべ 一
ス に考

え て い る。文 化財情報は 、種 類 、形 態が 多岐に わ

た り、情報量 も膨大に な るの で、展示 ソ フ トウ ェ

ア とは 、 コ ン セ プ トを異に し、 リ レ イシ ョ ナ ル デ

ータベ ース で 専用化 されたデータベ ー
ス の ソ フ ト

ウ ェ ア を開発 した。

　基本 台帳 と い う名 の マ ス タ
ー

フ ァ イル が 中心 の

デー タベ ー
ス で あ る。 こ こ で は文 化財 の 必要項 目

に つ い て 共通 項 を と りだ し、最小 限 の デー タベ ー

ス を構築 した 。 さ らに 、基本 台帳 の 項 目か ら は み

だ した 部分に つ い て は、個別 台帳 と い うサ ブ フ ァ

イル を作 り、基本 台帳 と リレ
ー

トする こ とで対応

して い る 、 個 別 台帳は、個 別化 され た特殊 情報 を

管理 す る こ とが で きる。 また、GUI を多用 するこ

とで 、操作性 を向上 させ た 。その た め利用者は、

展示 ソ フ トと同様 に 単純 な操作 で検索で きるよ う

に な っ た、

　（3） 操作は簡単 に

　高齢者は 、まだ まだ コ ン ピ ュ
ー

タを敬遠 しが ち

で あ る。
コ ン ピ ュ

ー
タ とい う感触 をや わらげ る た

め キーボ ー ドを隠 し、 トラ ッ クボ ー
ル を撫 で、デ

イ ス プ レ イ上 の ボ タ ン を押すだけ で 自分 の 知 りた

い 情報に行 きつ け る方法 をと っ た。

　（4） 成長 する データベ ース

　データ入力は 、原稿 を用 意せ ず にデ ィ ス プ レ イ

に向か い 、ほ とん どマ ウ ス を操作す るだ けで 入力

で きる。情報量が膨 大に な り コ ン ピュ
ー

タシ ス テ

ム の 変更 の 必要が 出て も、元 の 機能を壊 すこ とが

な い よ う、標 準的なデ
ー

タベ
ー

ス として 設計 され

て い る。シ ス テム は、オ
ープ ン で あ り、拡張 し、

貯蓄 された 情報は、将来に確実 に継承で きる こ と

に重 きを置 い た。

2． 各 ソ フ トウ ェ ア の 内容

　（1＞ 文京歴 史探検室

　メ ニ ュ
ーは 、「地 図で 探検す る」「さ くい ん を見

る」「文 京 クイ ズ」「歴 史館 ス ペ シ ャ ル 」 か ら な っ

て い る 。 利用 者が興 味 の ま ま に 好 きな場所か ら ト

ラ ッ ク ボ
ー

ル で検 索 して い く。史跡 ・神社 ・寺 ・

街の 歴史 ・町名の 由来 ・坂道 ・川 ・
街道 ・文化財 ・

著名人 ・文 人の 住居跡、 肖像、作品、年 譜 ・舞台

とな っ た文 学作品 ・
伝説 と い

っ た事柄を調 べ る こ

とが で き る 。 調 べ る 目的が は っ きりして い る場合

は、「さ くい ん を見 る」か ら調べ る 。

　 「文 京 クイズ」は 、特に 児童 対象 に 初級・中級 ・

上級 の 問題 を混在 させ て設定 して ある。問題は 5

問設定 し、週変わ りで職 員が追加登録 した り、既

蕨繼
際鞭謡

丶

検 索画面

翌
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マ ル チ メ デ ィ ア を使 っ た SS−lt資料 館展 示 シ ス テム

▼ 地 図 で 検索す る

▼ 名所を見る

幅
豊爆

・

▼ さくい ん を見る

▼ 坂道 を見る

▼ 文人 を見る

文人詳細を 見 る

⇒
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存の 問題 の 中か ら選択す る ように な っ て い る。

　 「歴史館 ス ペ シ ャ ル 」は、ハ イパ ーカー ドが持

つ 基本的機能 を使 っ て 、安易 に展示 内容 を追加 す

る機能で あ る 。

　（2） 文京 文学館

　ク リッ クす る と 「文 京文学館」の 案内板 の 前に

で る 。 そ こ は、長 い 廊下に な っ て い て 森鴎外 ・夏

目漱石 ・坪 内逍遙 ・樋 ロ
ー

葉 ・北原 白秋 と い っ た

文人の 書斎 が あ り、そ の 奥に 映像館が あ り、映画

を見る こ とが で きる 。

　書斎の 中に あ る もの を ク リ ッ クす る こ と に よ

り、 そ の 作家に 関連 した情報 を文字 ・肖像 ・作品

の 朗読 ・動画な ど を見 る こ とが で きる。年表や 地

図 も見 る こ とが で き、地 図 は ス ク ロ ー
ル した り、

ズーム ア ッ プ や ズーム イ ン が で きる 。
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　（3） 文京文化財検索

　シ ス テ ム は 、「職員」「歴 史館倶楽部」「
一

般利用

者」か ら な っ て お り、デ
ー

タベ ー
ス は、「基本台帳」

と 「個別 台帳」で あ る 。 テ キ ス ト入力 の ほ か に、

画像 や動 画 の 入 力 もで きる。別に、「歴史館倶楽部」

の 会貝用 の フ ォ
ーマ ッ トが 用意 されて お り、会員

は そ こ に 入 力す る。入力 された データは、点 検 し

た 後、デ ータ ベ ース に 入力す る シ ス テ ム に な っ て

い る 。 歴 史館倶 楽部会員 と
一般利用者 に は パ ス ワ

ー
ドを使 用 し、検索 を制限 し て い る。「文京歴史探

検 室」に 比べ れ ば文字数 も多く、文章も堅 い が 、

一
般利用 者 の 検索画面は 見やす くレ イア ウ トされ

て い る 。 「歴 史館倶 楽部」の 会員は 、個 人情報 を除

い た 「基本 台帳」 と 「個 別台帳」の デ
ー

タ を見 る

こ と が で きる 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

都市情報 シ ス テ ム 貢 献賞受賞
・
亊例 研 究

．…一
マ ル チ メ デ ィ ア を使 っ た 郷 土 資料館展示 シ ス テ ム

ア 基本台帳
艾 化財基 本台帳 プル

ー
フリス ト

U 顕 ．＿．．．．＿．　 ］0602 　 石適 鞄

覧 ‘匡昏 号．．
処理区分、＿．．．．．
点 塾 ．

10SO2000T3

一 LL

一腿 ぎ
’

畳 λ 番 号．．　 　 91・OO8410009
処堰＃月目＿．、、幽 ＿

7．’鈩●
各 怫 ．
oり「■
一括寅 胴 名．．胴．、

7，【，，7
石遊ね

殀 寳書 匱 示．．、．．．
一）VT
漸 有賓 LL．．．

L
，L層レ馬」，
鴻 島 神 社

鬲 甕罐 ．．．．．、、．　 「3 　 湯島地区

性 蘇価示．．．．．．
住 漸　 ．．．．．

LL1Ei一
文庫区湯騎｝ 30・1

墨 韻先．．．．．．．．．一
霧物
・
傾逸醒分．．L

飾 代 ．．＿』．、．．、』、ヒ三一＿塑 一一一一一 〇
L
う

殿蟹 1

　 野 罎承人石 “ ．ー さ io15」
一

トル の 石 柱 で 、右 側 面

に 「t：fb6 か   亅左 に rを し 4・b か た 亅ヒ笈豚 れ て い

る g こ の 由 来 crr 夏 靨 遍賢写中痺寥」 に く わ しい．すな

b ち．達い 子 蚤藤す者がその 心 ね を 紙 に 蜜い て 賭 り ．そ

れ 葦麹 昌 者 は 窶 た その むね を窿いて は ，た・氷人 と は 、
人 壷 嬋 介 丁 5 願 で あ るゆ
　 こ の EES 十に r遷 子 さ ガ レ石」 と よ ．y の 巨 モ の た め で

あ 6．こ れにMT る 石 は 、奈駆に も見う Ltら れ ．遷 子 δ

ガ しと同嫡 に 磚痣びも▼う唱M と Lτ考えられτ い たこ

と が O が っτ い 6・
　江戸晦代は、氾昂縛社 t 臨じめ 、5カM ＃ 在 して い た

ガ ，現 在 口、こ こ と 浅 羣 骨内 と 髄亀鱈 の 3 ヵ M の み と

な って い う．
　 L・fh も．人通 り の 鼻 い 唱所 であ り ．とくに 櫓 の た b

とという填再櫨 の 飾い地 A．舂杜填内と い う聖域 1：瓢 し

た 地 点 で ，震 俗 ≠ 上 場 所 憧 が 明 碗 で あ け 口 吊 民 侮 セ 研 究

了 O 上 で 直瞿 な 實料 で あ う し．鑒 え．慶 に 宍 b れ て い る

当眄 の 犀民生沽の詈価 壷甌りつぐうi τ員薹 な髭俗文化

齷 で あ  

L琶 ＿＿＿＿ fr

杣 別 ． ，　 　 盲 漸 文 化 酎

一 一

煽 t

収戯噛所．．．．
写 属 看 号．．、＿．．
酉 偉 愚 ．

一
SYSOZ 日 IGATO 艙 I　K／ENHOT

警入方 諺．．
6 品養号．．
旧 淅 有 壷．．

巴 　｛ 碗 　 　mAtti 　L ＿　 　 　 1の他 L ＿
L −
一 一

極聾 1

降
　　 悼杜 の r面緲水人石亅 ：；MR の r遷子 し

　　 石｝ と し τ 熔 愚古 の もの で あ り ．全国的

　　 τ も興 kft澱い習俗 蚤口 確 として遺 しr」L
　　 で 十分係存 の 処置 セ嫡でべ毒でめ6◎

旧住所．．
1日遍 絡 夭．．．．門．．．．
畳入 t 月日．

L
一

馳

憎入胡局．．．．．、匣
指 定 艾 化 財．　 L⊇＿＿区

燮入伯入鯉当．．．L

カ．う 幽
．
匹＿まで　 返 却 サ ｛ ン．　 廴

　　iZ定 i 朋 　 鯉 ＿
　　　　　　　　　　　 1旦当記λ 艦 ．．　 L 1

「文京 ふ る さと歴 史 館 」

イ 個別台帳
イ ．凶別台槻内瞽

賢入疂弓．．　 ．．、　 91・oeo420000
墨本盒帳 の 内容 　塾称 ．

処瑠区分　．．．ピー一塑曳＿一 1E 円 容

1991 年 4 月 25B 　日濯 日

一ll資 料 琶．．
嵐数 ．．．．．　 ．．．．．
所 賓 者 ．．．．．
踊寉瞳　．．、．＿．
踊 代 ．
担爼 ．　．．．．．

学禰国葦・．一・…L
胴墅期間．、

1！1111e − 1ls1 ．i1！
一

L

一
一

一

収 戯 唱所・・・・・…．・L−＿
・・…壁 L 川 ゜°・°°．°° ± r 、鰯 h ＃ a ． L ・ ・ ES ・ 、．一 ＿

靦 名・・・・…．．．・．・L＿
記入者氏各．・・・…L＿一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
記入軍月 日、、、．．塵

法 1 飭 考

隔百筍像

tt繭

11976tg76

ホ鄭 敬 三 雌

下 燦 輝子

蔽本呂面著邑

豐七〇
・

｛討 商

外 礪 　ネ 閣 呂 濠 ま，
惟異，瑠山亅

内 硝

法 nE 億　jl
表獅

fm 　雪鷹軍文壗子

風醇 ・中題一
文事　M 贋 1 盒

翰 　 8海連木輸

1落歓 ・印働

艮編 li　一幅
八  x 慣三冊 ・A‘m

木讀、置漏Al 「鱗 梓圃 肯像

「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鹽

　　　　蘆石崇書 r開矗大 1雨営．
　　　　　　　　　　　　　E
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鷹 幽 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　i
　　　 卍海丁皇k 唖　　 1
菊花文 魑　　　 　　 　　　 i
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爾面右 下墨 贅 r鐸 横 幽 斎 判 印 〔f守 1尉 集

文　課

隅亘内容

　譽 E 島（｝Sア9　天正七＃
− 1643　寛 承二

〇 年 ）は 斎 騨和 三 女で　梛聾腔渡守正贋 に 虜

し　三子毫もうけ 1，一六 〇冊 【贋艮九）尋業

光層生 し．モの 乳毋 と塗る．軍光 ti得軍■ ＝！
つ （ と 六 負 ：：itt，愚 竇 力 置 と ¢ り る●一穴二
Al 寛永 五）at一水電天 霊 隅 リ ffの 蓴 あ り て 唇

日 日 上 措 天 撃内 Tl が 　この Ntt褥 t許 れn
τい 邑．肖像 隠 こ の博縛 塹 曽 し た僖 癒 橘 いた

も の 〃．一六 四 三 ｛π永二Q ）年に瀧 し 軍 髭 の

愈 に よ り 鴫 祥 齪 に 壇 卩 さ れ た．
　当直穐 に つ い てに 「昼名酬図絵亅誉五 「天 ，
潭 山 鱗 袢 最亅羇 に 記 ず ζ こ う が ある．卿ちそ

の f影 璽 」の 項 に

本蛮 の 左 に 昂 リ 　ニ位禺 の 幌彫薯■ く　 こ の

像 は 台 龠 に よ って 覧劉 梶 ■ 局 の 生瞬蹟豪を鯛

ゼ し 醤雷且の 員 t り に 写 U し像 ¢ り 　 覆 讌 も 1
大 罸 軍 倫 ピ ら る．鰯 に して層 Uの嫗子 に 卍痢

「文 京 ふ るさ と歴史館」
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ウ　ー般利用者画面
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た ら
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、吊
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冖
P
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・
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神1本
神制，
炊事 π 1具

錦
ス ト

ー
ブ
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。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ロ

⊇．一 ○．　 　 一一 ．　τ．　．

身 データ検 絮　　 最砌 一
蜉 鍵 ん で く儲 い ．

繭
一 ．

冒 口 ［函 竺塑壽
＿：三］

力 ら や ま は な た さ か
り み ひ に ち き

あ
σ

る ゆ む ふ ぬ つ

レ
す ぐ 5

れ め へ ね て せ け

を ろ よ も ほ の と そ こ
え．

お
゜ 睦 町 と羅 が饌 され ま す 澗 団 ・K 　 芒駈 X 鰍
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都 市 情報 シ ス テ ム 貢献賞受賞 ・事例研 究 マ ル チ メ デ ィ ア を使 っ た 郷 ft資料館展 示 シ ス テ ム

説 明 画 面

f

　 ¢ 　フ ァイ ル 　漏 集 ◇
1

一
文 】F ふ るさ と歴史蟾 h＿一譱ユー一一　　鬯

一一．’”巨耄
1、 所圧1

ち． ’
》

湯 島地区 驫 中 印刷 驅
各 昨 （

ー
　 び な ） 唖 要

ゆ し 寂 じ ん じ ゃ

竹

湯 島神社

≡

1

一
　舜 削 名

禅 社

踵 舶

遺ドF 　跫馬天神【ゆ し まτん じ ん 1
由爾　謁島樽社 は 聞 略 天 呈 の 曲 曲 ‘⊂よ り ．卸 宇 ≧ヰ

【彁 81且月 羽■建 と猛えら れ 、天 之 手 カ 月 白 を 署 耳 し た の ひ

区 じ ま り さ．隆 ⊃τ 正 干 鱒 竃 卩355 卩 月罫民が著公の卸
毋 窮 を 蹇 ひ 、文 薀 の 大 祖 と 震 め本社 に 塾謌 し あわセて華

祀 し　　文 明 LO 琴 卩 47B μ O月太囮道遮これ を 再建 し、天

正 監8隊 工15go，鯵川家 藤 公が江戸 罐 に 入 ら に ε よ び ．持 匸：

当櫨を崇 取 す も こ と 篁 （．聖 L9年 H 月旦品 ■ 湯島 彈 の

内 五石の 張 印 腰 ε 竒 進 し 、も含τ 謂詑の 日 に あ τ．喚甼
洩 さ 匣 が 続 さ、文 数 大 い 【匸庵 うように と 恬公の 邉凪を俸

ざ 牽 ⊃た のτ5 尋 。　モ の後　 芋 噫
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文 く の 夢 悸 も 配 λ

る こと ¢ く 礪 き．ド竃 ｛r・毘 愚尺 五
一
蝦 百 駕

・
僧 尭 恵

・
駈 鉾白石 な どo 各 跡 の λ る ，柯 軍 冠 ll」用 冨 が 溜 島 聖 窒 を

昌 干唾‘こ移 す に お よ び ．こ の 埴 を 久 し く 史 駄 の 中心 と し

て し、よ ハ よ 湯 島 天 黯 宮 を 素 馳 し 侘 の 皆 ある．　ま た 、浅
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τ 湊闘 に 歌 註 由 匸こ　『艦 島 の 自 匿』の 名 を菖 か ら し めた ，
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検 索 画 面

」
｝蓼

交京

　　 登録 し、こ の 切絵 図 と現在の 地 図 と を重ね合 わ せ

　　 て 、江 戸時代 と現 代 とを 自由に 飛 び 回れ る シ ヌ．テ

　　 ム と し 、 「文 京歴 史探 検 室」の デ
ー

タ と リン ク させ

　　 た 。 利用 者 は コ ン ピ ュ
ー

タを操作 しなが ら江 戸時

e
，　 代 に タイム トリ ッ プ を し、文京の 歴 史に 触れ る こ

1 ・が で きる・

　（4） 文京ア ル バ ム 　　あ なた の 写真館

　開館 1年後 、追加 ソ フ トとして 「写真検 索シ ス

テ ム 」を開発 し、「歴 史館 ス ペ シ ャ ル 」の メ ニ ュ
ー

と して 導人 した 。文京区 の 歴 史を写真 で構成す る

もの で、区民に 広報 で呼び か け、提供 され た 古 い

写真 115枚 を基礎に 開発 した。

　メ ニ ュ
ー

は 、「ジ ャ ン ル メ ニ ュ
ー

」「年代 メ ニ ュ

ー
」「地域 メ ニ ュ

ー
」か らな っ て お り、各々 詳細 メ

ニ ュ
ーが 用 意 され て い る。メ ニ ュ

ーをク リ ッ クす

る と 1 画 面 12枚 の 写真索引 メ ニ ュ
ー

に な る。目的

の 画面 を検索する と写真 ・解説 ・提供者氏名が 出、

写真 の 好 きな部分 を拡大 して 見 る こ とが で きる 。

写真の 拡大に つ い て はか な り努力 を要 した が 、ア

クセ ス タイム もさほ どか か らず満足 い くて い どで

開発す る こ とが で きた。

　利用 者 に開放後は、写 真提供者 も増え、文京ふ

るさ と歴 史館運営の コ ン セ プ トで あ る、「利用者の

参加 と共 に発 展 させ る歴史館 シ ス テム 」 の 実践が

開始 された 。

　  　文京切 絵図

　 「歴史館 ス ペ シ ャ ル 」メ ニ ュ
ー

の 第 2作 と して、

開館 2年後 「文 京切 絵 図」 を開発 した 。 デ
ー

タベ

ー
ス は切 絵図の うち文京 区に 関係 あ る、「小石 川谷

中本郷絵 図』 『雑 司が 谷音羽 絵 図］『東都小石 川絵

図』『東都駒 込辺 り絵図』をデ ジ タル デー タと して

48

3．　 ハ
ー

ドウ ェ ア シ ス テム

　  　マ ッ キ ン トッ シ ュ

　32ビ ッ トパ ソ コ ン で あ り、 フ ル カラ
ー

（1677万

色）の 表示、大容量の 記憶装置 とネ ッ トワ ー クの

対応 など、パ ソ コ ン の 枠 を越 えた 機種 を使用 した 。

　（2） ネ ッ トワ ーク ・フ ァ イル サ
ーバ ー

　マ ル チメ デ ィ ア を展開す るには、必然的にデ
ー

タ の 量が膨大 な もの とな っ て しま う。 そ の ため 、

大量の 記憶装 置で あ る ハ
ー

ドデ ィ ス ク を各々 の パ

ソ コ ン に 接続 して 使 うこ とは 、経費が か さむ。ま

た 、分散化 され た シ ス テ ム の 保守は 困難で ある、

そ こ で情報 を一元化 し、集中管理 す るため にネ ッ

トワ
ー

ク を敷設 し て フ ァ イ ル サ
ーバ ー

を設 置 す

る 、こ の こ と で ど の パ ソ コ ン か ら も必要 な情報 を

引 き出す こ と が 可能 とな り、位置的な制限な しに

どの 場 所 の パ ソ コ ン か らで も展示 ソ フ トウ ェ ア、

文化財 ソ フ トウ ェ ア の すべ て の 作業が 可 能に な

る 。 また、分散 され た シ ス テ ム の 構築が で きた こ

とに なる。

　 ネ ッ トワ ー
ク

・フ ァ イル サーバ ー
に は、米国で

専用 化 さ れ た 高機 能 ス
ーパ ー

サ
ーバ ー を起用 し

た。 日本国内で は初め て と思われ る。

　OS は 、ネ ッ トウ ェ ア 386を使 い 、大容量 の デ
ー

タを高速に 移動 で きる高速 バ ス （BUS ）を基 本に 、

複数 の 1／0 プ ロ セ ッ サ を追加す る こ とで 、全体

の パ フ ォ
ー

マ ン ス を向上 させ る可能 性 を大 に し

た。

　デ ィ ス ク ミラ
ー

リ ン グ等の フ ォ
ー

ル トトレ ラ ン

ス を完備 し、自己診 断機能が 内蔵 され 、音声合成

に よ っ て 故障診 断が で きる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　都市情報シ ス テ ム 貢 献賞受賞 ・事例研 究一 マ ル チ メ デ ィ ア を使 っ た 郷 上 資 料 館 農 示 シ ス テ ム

（3） 文京ふ る さ と歴 史館 ネ ッ トワー
ク シ ス テ ム

Etherm

文京歴 史探検室

研究室
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4． 地域 の 教 育現場 と の ネ ッ トワ ー ク

　 「文京ふ るさ と歴 史館 」は郷土 資料館 であ り、

社会教育施設 の 1 つ であ る。学校教育 の 現場 と歴

史館 とが 連携 をし、課外事業 ・
学習課題 に 即 した

展覧会 ・講演会 ・体 験学 習 な どを実施 し て い る と

こ ろ で ある。近年 は、学校に お い て も コ ン ピ ュ
ー

タ教育が 活発 に な っ て きて い る 。 将 来的 に は、歴

史館 の 持 っ て い る コ ン ピ ュ
ー タ情報 を教育 の 現場

で 利用 して 授業 した り、児童 ・
生徒が制作した郷

土 に関す るデ
ー

タ を、歴 史館の 利用 者に提供す る

とい う活動が 必 要 とされ る で あろ う。

　幸 い 、現在 区内に あ る 「お茶 の 水女子大学付属

中学校 」が歴史館 と同機種 を使用 して コ ン ピュ
ー

タ教育 をして い る。今 回、中学校か ら歴史館の 画

像デー
タベ ー

ス をア ク セ ス し、授業に 使用す る と

い う実験 を試 み た 。 実験 の 結果 は 、公衆電話 回線

を使用 し て の 送信 で あ っ た た め 、画像取 り込 み に

時間が か か り実用 に は 無理 が あ っ た が 、学校教育

と社会教育 との 具体的 な連携 を図 る もの として 、

早期 の 実現が 期待 され る 。

使 用 機器

使用 ハ
ー

ド 文京ふ るさと歴史館 お 茶の水女子大学付属中学校

コ ン ビコ．』一タ Macintosh　 II　 ciMacintosh 　 II　 cx

モ 　 　デ 　　ム Trail　Blazer　T200  Trail　B 】azer 　T2000

ソ フ トウ ェ ア
Fallra】on 仕 　Tinbuktu1Remote
Mainstay 社 　Captuer

使 用 回 線 公 衆電 話同 線
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